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11 二十歳おめでとう！勝央町成人式（１月３日）【P２・３に記事を掲載】



鳥家康弘さん（植月北）

責任を持てる人間に
私
は
今
年
二
十
歳
を
迎
え
、
社
会

的
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
は
未
だ
に
精
神
的

に
は
大
人
に
な
れ
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
理
想
の
大
人
と
は
、
自

分
の
行
動
に
対
す
る
責
任
を
き
ち
ん

と
取
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
責
任
を
取
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
行
為
の
結

果
と
し
て
発
生
し
た
問
題
に
対
し
、

き
ち
ん
と
対
応
し
、
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
の
は
「
こ
れ
か
ら
起

こ
る
こ
と
を
予
測
す
る
力
」
と
「
自

分
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握
す

る
力
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
持
つ
こ
の
２
つ
の
力
は
、
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
な
が
ら
、

こ
の
２
つ
の
力
を
育
て
、
自
分
の
理

想
の
大
人
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

田淵泰弘さん（黒　土）

自覚を持ち
充実した生活を 人

生
の
節
目
で
も
あ
る
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
思
え
ば
、
あ

っ
と
い
う
間
の
２０
年
間
で
し
た
。
今

ま
で
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
だ
け
を

や
っ
て
き
て
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も

の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
感
覚
で

い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
、

今
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
自
分
自
身
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
、
日
々
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
成
人

し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
半
人

前
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

社
会
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
体
験
し
、
ま
た
、
支
え
ら
れ
な
が

ら
社
会
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

社
会
人
と
し
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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▲新成人に激励の言葉を贈る西田町長

板倉由美さん（植月東）

辛い「介護」も
マイペースで

が
終
わ
っ
て
家
に
帰
る
と
、
寝
る
だ

け
と
い
う
生
活
で
す
。こ
の
仕
事
は
、

朝
が
早
い
と
き
も
あ
れ
ば
夜
勤
も
あ

り
ま
す
。
最
初
は
、
朝
が
早
い
こ
と

や
夜
勤
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
気
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
第
に

仕
事
に
慣
れ
て
く
る
と
、
肉
体
的
な

疲
れ
や
精
神
的
に
ま
い
っ
た
と
き
、

こ
の
仕
事
に
就
い
た
こ
と
を
後
悔
し

て
、
辞
め
て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
何
気

な
い
言
葉
や
笑
顔
を
見
る
と
、
と
て

も
う
れ
し
く
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

辛
い
と
き
や
苦
し
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
な
り
に

マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
介

護
と
い
う
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
介

護
に
つ
い
て
の
知
識
も
ま
っ
た
く
な

く
、
職
場
の
人
た
ち
と
う
ま
く
や
っ

て
い
け
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
、
す
ぐ
に
仕
事
に
も
慣
れ
、
先

輩
た
ち
と
も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

介
護
と
い
う
仕
事
は
、
正
直
キ
ツ

イ
で
す
…
。
毎
日
が
忙
し
く
、
仕
事

20
年
間
の
感
謝
と
決
意
―
平
成
16
年
度
勝
央
町
成
人
式
―

１
月
３
日
、
平
成
１６
年
度
勝
央
町
成
人
式
が
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

新
成
人
１
５
９
人
（
男
８２
人
、
女
７７
人
）
の
成
人
を
祝
い
、
励
ま
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
河
本
真
理
子
さ
ん
と
板
倉
由
美
さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
式

典
で
は
、
西
田
町
長
や
岸
本
県
議
会
議
員
、
岡
本
町
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い

と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
の
激
励
に
対
し
、
新
成
人
代
表
の
鳥
家
康
弘
さ
ん
が
、
両
親
や

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
ホ
ー
ル
前
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
公
民
館
ホ
ー
ル
で
軽
食

を
囲
ん
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
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まちの
将来を考える

－シリーズ市町村合併－��

奈義町との広域連携への取り組み始まる�

まちの
将来を考えるまちの
将来を考える

昨
年
１２
月
２４
日
、
第
１
回
勝
央

町
・
奈
義
町
広
域
連
携
検
討
会
が

奈
義
町
で
開
催
さ
れ
、
２
町
の
町

長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、

全
課
長
が
出
席
し
、
広
域
連
携
へ

の
取
り
組
み
が
実
質
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

勝
央
町
は
、
昨
年
７
月
に
実
施

し
た
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
受
け
、
当
面
の
間
、
静
観
す

る
こ
と
を
決
め
、
行
政
改
革
に
着

手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
改
革

を
一
歩
進
ん
だ
形
で
進
め
る
た
め
、

昨
年
９
月
以
来
、
奈
義
町
と
の
広

域
連
携
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
広
域
連
携
の
取
り
組
み

の
内
容
、
年
度
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

業
務
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
検
討
の

結
果
、
第
１
次
検
討
３６
業
務
と
第
２

次
検
討
５
業
務
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
１
次
検
討
業
務
は
、
２
月
中
旬

に
は
決
定
を
行
い
、
平
成
１７
年
度
か

ら
実
施
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

第
２
次
検
討
業
務
は
、
す
ぐ
に
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
が
、
随
時
検
討
を
行

い
、
実
施
時
期
も
含
め
て
検
討
を
行

い
ま
す
。

第
１
次
検
討
業
務

﹇
統
　
合
﹈

・
職
員
の
福
利
厚
生
・
健
康
管
理

・
人
権
行
政（
対
応
窓
口
の
一
本
化
）

・
年
金
・
人
権

・
教
育
委
員
会
事
務
局

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

・
青
少
年
健
全
育
成
事
業

・
収
納
業
務

﹇
共
同
活
動
﹈

・
職
員
出
張
の
庁
車
共
同
利
用

・
人
事
交
流

・
郡
単
位
の
負
担
金
・
支
部
廃
止

・
消
防
訓
練

・
建
築
物
査
定

・
各
種
保
険
・
老
人
保
健
事
業

・
観
光
・
特
産
品
開
発

・
観
光
マ
ッ
プ
作
成

・
ふ
る
さ
と
宅
急
便

・
遊
休
農
地
の
活
用

・
勝
田
郡
球
技
大
会
の
共
同
開
催

・
体
育
指
導
委
員
会

・
社
会
教
育
関
係
委
員
会
合
同
審
議

・
生
涯
学
習
自
主
グ
ル
ー
プ
交
流

・
教
育
委
員
会
主
催
事
業
の
共
催

・
美
術
館
の
共
同
企
画
・
運
営

・
生
涯
学
習
関
連
講
座
の
共
同
開
催

・
保
健
師
・
栄
養
士
の
応
援
協
定

・
各
種
健
康
診
査
の
相
互
受
診

・
介
護
予
防
事
業
の
共
同
実
施

・
議
会
全
般
業
務

﹇
共
同
活
動
・
一
部
統
合
﹈

・
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
事
務

﹇
共
同
活
動
・
共
同
購
入
﹈

・
図
書
館
資
料
共
同
購
入
等

﹇
共
同
購
入
﹈

・
消
耗
品
・
備
品
等
一
括
発
注

・
学
校
関
係
消
耗
品
等
一
括
発
注

・
文
化
ホ
ー
ル
備
品
共
同
購
入

・
水
道
業
務
備
品
共
同
購
入

﹇
統
一
料
金
﹈

・
斎
場
・
霊
柩
車
料
金

・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・
美
術

館
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
利
用
料
金
　

第
２
次
検
討
業
務

﹇
統
　
合
﹈

・
介
護
保
険
事
業

﹇
共
同
活
動
﹈

・
農
業
集
落
排
水
事
業

・
道
路
整
備
事
業

・
電
算
事
業

﹇
共
同
購
入
﹈

・
学
校
給
食

年
度
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
次
検
討
業
務

１
月
２８
日

第
２
回
勝
央
町
・
奈
義
町
広
域

連
携
検
討
会

２
町
各
担
当
課
同
士
で
現
状
課

題
問
題
点
、
具
体
的
な
連
携
の
方

法
に
つ
い
て
作
成
し
た
資
料
に
基

づ
き
個
別
に
検
討
。

２
月
中
旬

第
３
回
勝
央
町
・
奈
義
町
広
域

連
携
検
討
会

広
域
連
携
で
き
る
業
務
を
決
定
。

勝
央
町
・
奈
義
町
の
所
管
す
る
全

て
の
業
務
の
中
か
ら
、
①
２
町
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
削
減

が
可
能
な
業
務
、
②
経
費
の
削
減
は

図
れ
な
い
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向

上
す
る
業
務
、
③
２
町
の
連
携
に
よ

り
、
経
費
の
削
減
・
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
直
接
関
係
な
い
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
有
意
義
な
も
の
の
３
分

類
で
、
２
町
で
広
域
連
携
が
可
能
な

広
域
連
携
を
検
討
す
る
業
務
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い
よ
い
よ
今
年
は
、
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
国
体
の
開
催
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
勝
央
町
で
は
選
手
の
宿
泊
を

共
同
民
泊
で
行
い
ま
す
。
以
前
か
ら

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
、
監
督
・
選

手
３
７
６
人
の
民
泊
受
け
入
れ
家

庭
、
拠
点
施
設
（
下
表
参
照
）
１２
カ

所
も
決
ま
り
、
各
拠
点
施
設
で
民
泊

の
準
備
を
進
め
る
民
泊
協
力
会
の
設

立
総
会
が
１
月
８
日
か
ら
３１
日
ま
で

行
わ
れ
、
す
べ
て
の
民
泊
協
力
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
は
、
各
係
の
業
務
内

容
の
確
認
、
班
員
す
べ
て
の
皆
さ
ん

（
約
８
５
０
人
）
へ
の
委
嘱
状
交
付

な
ど
、
国
体
へ
向
け
て
の
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
民
泊
協
力
会
で
の
国

体
標
準
献
立
の
研
修
会
、
歓
迎
会
等

の
準
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
監
督
・
選
手
が

「
勝
央
町
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
た
め
に
は
、
町
民

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
４３

年
ぶ
り
の
「
お
か
や
ま
国
体
」
。
１

つ
の
目
標
に
向
か
い
、
選
手
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
の
「
勝
央
町
の
国
体
」

と
し
て
思
い
出
に
残
る
よ
う
、
町
民

皆
さ
ん
で
国
体
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。こ

れ
か
ら
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
１８
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
栄
養
委
員
３８
人
が

参
加
し
て
民
泊
の
食
事
づ
く
り
の
リ

ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
国
体
標
準
献
立
の
う
ち

「
サ
ケ
と
き
の
こ
の
ホ
イ
ル
焼
き
」

や
「
魚
の
塩
焼
き
の
お
ろ
し
添
え
」

な
ど
、
朝
食
と
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を

調
理
し
、
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

調
理
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
今
後
、
町

内
１２
の
民
泊
協
力
会
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
泊
に
向
け
、調
理
リ
ハ
ー
サ
ル

す
べ
て
の
民
泊
協
力
会
が
設
立

▲植月東地区

▲岡地区
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昨
年
１２
月
１０
日
、
人
権
週
間
に

合
わ
せ
て
人
権
問
題
学
習
会
が
勝

央
町
公
民
館
で
行
わ
れ
、
約
５０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
、
人
権
を
考
え
る

た
め
に
、
ま
ず
人
間
と
し
て
自
然

と
関
わ
る
心
を
思
い
出
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
岡
山
県
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の

井
口
萬
喜
男
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
〜
命
を
は
ぐ
く
む
〜
『
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
里
』
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

井
口
さ
ん
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

飼
育
経
験
を
通
し
て
自
然
と
の
付

き
合
い
方
や
生
き
物
た
ち
と
の
共

存
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
井
口
さ
ん
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
に
対
す
る
深
い
愛
情
を
、
子

育
て
や
家
庭
環
境
に
重
ね
合
わ
せ

て
共
感
し
、
有
意
義
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
へ
の
深
い
愛
情
か
ら
人
権
を
考
え
る

勝
央
町
人
権
問
題
学
習
会

昨
年
１２
月
９
日
、
勝
央
文
化
ホ

ー
ル
で
、
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
か
ら
フ
ル
ー
ト
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ピ

ア
ノ
な
ど
の
６
人
の
奏
者
を
迎
え

て
、
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ス
ク
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

勝
間
田
、
植
月
、
吉
野
、
古
吉
野

の
小
学
生
全
児
童
約
６
５
０
人
が

午
前
、
午
後
の
部
に
分
か
れ
て
鑑

賞
し
ま
し
た
。

木
管
楽
器
の
紹
介
の
後
、
「
日

本
民
謡
メ
ド
レ
ー
」
や
「
カ
ル
メ

ン
」
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど

の
ア
ニ
メ
曲
集
が
次
々
と
演
奏
さ

れ
、「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
」

を
伴
奏
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち

が
合
唱
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
・
町

教
育
委
員
会
の
共
催
で
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

木
管
楽
器
の
音
色
を
肌
で
感
じ
る

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

角
谷
雅
一
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
奏
者

上
山
夕
子
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
子
ど
も
た
ち
の
知
っ

て
い
る
「
さ
ん
ぽ
」
「
赤
鼻
の
ト

ナ
カ
イ
」
な
ど
の
曲
を
ト
ー
ク
を

交
え
な
が
ら
、
親
子
で
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
歌
声
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
生

演
奏
に
の
せ
て
昔
話
「
こ
ぶ
と
り

じ
い
さ
ん
」
が
上
演
さ
れ
、
鬼
と

吉
野
保
育
園
保
護
者
会
で
は
、

生
の
音
楽
を
子
ど
も
た
ち
に
聴
か

せ
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

昨
年
１２
月
１５
日
、
フ
ル
ー
ト
奏
者

お
じ
い
さ
ん
の
や
り
と
り
の
場
面

に
な
る
と
、
小
さ
い
組
の
子
ど
も

た
ち
は
怖
く
て
、
そ
わ
そ
わ
し
て

い
る
子
も
い
ま
し
た
。
最
後
に
保

護
者
向
け
に
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
主

題
曲
「
最
初
か
ら
今
ま
で
」
を
特

別
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

親
子
と
も
ど
も
、
静
か
な
ひ
と

と
き
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
こ
の
体

験
を
き
っ
か
け
に
音
楽
、
楽
器
な

ど
に
興
味
を
持
て
て
も
ら
え
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

《
記
事
提
供

吉
野
保
育
園
保
護
者
会

水
田
明
美
・
水
島
恭
子
》

親
子
で
生
の
音
楽
に
触
れ
る

吉
野
保
育
園

ちびっこたちの妙技に拍手
勝田っ子フェスティバル

昨
年
１２
月
１２
日
、
勝
田
っ

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
勝
央

文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約

４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
勝
田
郡
内
の

小
中
学
生
９
団
体
が
、
和
太

鼓
や
舞
踊
、
吹
奏
楽
、
銭
太

鼓
、
合
唱
な
ど
、
日
頃
の
学

習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

体
い
っ
ぱ
い
で
表
現
す
る

ち
び
っ
こ
た
ち
の
妙
技
に
、

観
客
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍

手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

�音楽に聞き入る子どもたちと保護者

講
演
さ
れ
る
井
口
研
究
員
▼

振
り
付
け
で
歌
を
披
露
す
る

ノ
エ
ル
キ
ッ
ズ
▼
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▲
演
奏
さ
れ
る
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
皆
さ
ん 昨

年
１２
月
２２
日
、
勝
間
田
小

学
校
５
年
生
６９
人
が
勝
央
苑
を

訪
れ
、
入
所
者
に
手
編
み
の
マ

フ
ラ
ー
や
帽
子
、
人
形
な
ど
を

贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
贈
り
物
は
、
総
合

学
習
の
時
間
を
利
用
し
、
リ
リ

ア
ン
編
み
で
約
１
週
間
か
け
て

つ
く
っ
た
も
の
で
、
入
所
者
１

人
ひ
と
り
に
手
紙
を
添
え
て
手

渡
し
ま
し
た
。

入
所
者
は
、早
速
、色
と
り
ど

り
の
マ
フ
ラ
ー
な
ど
を
身
に
つ

け
、
肩
た
た
き
や
握
手
な
ど
、

ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。
中
に
は
感
激
の
あ

ま
り
涙
を
流
し
て
会
話
を
し
て

い
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。 あ

た
た
か
い

贈
り
物
に
涙

勝
間
田
小
学
校
５
年
生
が

勝
央
苑
を
訪
問

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

昨
年
１２
月
４
日
、
植
月
中
地
内
の
河
内
古
墳
群
で

現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
、約
４０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
発
掘
調
査
は
長
尾
山
斎
場
駐
車
場
造
成
に
伴

い
記
録
保
存
を
目
的
に
昨
年
８
月
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
今
回
は
古
墳
時
代
終
末
期
（
７
世
紀
後
半
）
の

円
墳
２
基
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。
古
墳
か
ら
は
石

室
が
発
見
さ
れ
、
焼
き
物
の
棺
桶（
か
ん
お
け
）で
あ

る
陶
棺
や
土
器
・
鉄
製
の
武
器
や

馬
具
な
ど
約
５０
点
が
確
認
さ
れ
、

「
被
葬
者
は
地
元
有
力
者
の
可
能

性
が
高
い
」
と
勝
央
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
団

技
師
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
参
加
者
は
写
真
を
撮
る
な
ど

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

被
葬
者
は
地
元
有
力
者
!?

河
内
古
墳
群
で
現
地
説
明
会

（
青
年
章
）

平
井
隆
幸

（
精
勤
章
）

樋
口
資
師
　
　
万
代
幸
治
　
　
藤
原
之
人

小
林
克
昌

◇
美
作
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
功
労
章
）

前
原
弘
毅

（
表
彰
章
）

水
嶋

譲

◇
勝
田
郡
消
防
協
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）

植
月
俊
雄
　
　
植
月
雅
浩
　
　
　
田
弘
行

森
本

晋

権
代
勝
司
　
　
平
井
正
浩

平
　
敬
三
　
　

◇
勝
央
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）

武
地

修

神
田
育
雄
　
　
末
田
和
久

橋
克
幸
　
　
佐
古
琢
也
　
　
山
田
敏
昭

岸
元
重
吉
　
　
岡
本
健
史
　
　
石
川
晴
男

清
水
雄
治
　
　
安
藤
貴
博
　
　
桝
見
圭
一

福
島
洋
二
　
　
安
東
弘
昌
　
　
治
郎
丸
雄
一

◇
勝
央
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）

野
上
敏
啓
　
　
竹
久
伸
二
　
　
山
田
英
敏

水
島

保

瀧
上
正
和
　
　
水
田
貴
士

平
尾
浩
二
　
　
畝
本
具
功
　
　
永
禮
博
彦

宮
本
将
臣
　
　
栃
山
博
　
　
　
野
上

茂

竜
門
泰
司
　
　
福
島
智
善
　
　
片
田
晃
市

山
下
由
雄

１
月
１６
日
、
平
成
１７
年
勝
央
町
消
防
団
出

初
式
が
勝
央
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。福
島
団
長
以
下
４
２
７
人
の
団
員
と
、

１３
人
の
津
山
圏
域
消
防
組
合
勝
央
出
張
所
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
福
島
団
長

に
よ
る
訓
示
、
西
田
町
長
、
岡
本
町
議
会
議

長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
、
感
謝
状
の
贈
呈
、
優

良
消
防
団
員
表
彰
、
一
斉
放
水
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
初
期
消
火
等
に
よ
る
感
謝
状

竹
内
強
美
（
植
月
東
）

◇
岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）

官
能
光
正
　
　
有
本
順
治

◇
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）

三
島
弘
行
　
　
青
木
大
作

（
表
彰
章
）

下
山
貴
裕
　
　
竹
内
秀
樹
　
　
横
林

泰

野
口
芳
理
　
　
日
笠
芳
郎
　
　
竹
内

治

平
成
１７
年
勝
央
町
消
防
団

出
初
式

�石室の説明を聞く参加者

▲
滝
川
河
川
敷
で
一
斉
放
水

�「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、い
つ
ま
で
も
元
気
で

ね
」
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と�

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

と�と�

第�

号�

43

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
ぶ
ー
ち
ゃ
ん
と
お
に
い
ち
ゃ
ん
」

（
島
田
ゆ
か

著
／
白
泉
社
）

ぶ
ー
ち
ゃ
ん
は
大
好
き
な
お
兄
ち

ゃ
ん
の
ま
ね
ば
か
り
し
ま
す
。
お
兄

ち
ゃ
ん
が
お
絵
か
き
を
す
る
と
、
ま

ね
を
し
て
お
絵
か
き
を
し
ま
す
。
い

つ
も
仲
良
し
の
２
人
で
す
が
、
お
兄

ち
ゃ
ん
は
あ
ん
ま
り
し
つ
こ
い
ぶ
ー

ち
ゃ
ん
を
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
う
ん
ざ
り

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
バ
ム
ケ

ロ
」
シ
リ
ー
ズ
の
作
者
の
愛
嬌
の
あ

る
絵
と
遊
び
心
の
あ
る
お
話
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
心
が
ほ
ん
わ
か
と
す
る

絵
本
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
２
月
１２
日（
土
）、
２３
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

◆
勝
央
図
書
館
事
業
お
は
な
し
会

・
公
　
演
�
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」

・
日
　
時
�
２
月
２６
日（
土
）

１４
時
〜

人
形
劇
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●

新

着

案

内

●

・
「
藤
壺
」（
瀬
戸
内
寂
聴

著
／
講
談
社
）

・
「
な
ん
く
る
な
い
」（
よ
し
も
と
ば
な
な

著
／
新
潮
社
）

・
「
ズ
ッ
コ
ケ
海
底
大
陸
の
秘
密
」（
那
須
正
幹

著
／
ポ
プ
ラ
社
）

・
「
こ
ね
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」（
大
社
玲
子

作
／
こ
ぐ
ま
社
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火・水曜日�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《カレー＆ケーキバイキング》（有料）
日　時　２月５日（土）～６日（日）

１１：００～１５：００
《カキ祭り》（一部有料）
日　時　２月２０日（日）

９：００～１５：００
内　容　カキの大鍋汁の無料サービス、

半斗缶入りの殻付きカキの販
売など。（２月３日（木）から予
約受付開始）

《トールペイント１日教室》（有料）
日　時　２月２８日（月）まで

１０：００～１５：００（１時間休憩）
内　容　じっくり１日かけてトールペ

イントの楽しさを体験してい
ただけます。

《バターづくり新メニュー》（有料）
日　時　２月２８日（月）まで
内　容　今までのスタンダードなバタ

ーのほかに、黒豆きな粉、レ
ーズン、ココアを使った３種
類を新たにメニューに加わえ
ました。

２月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

（
２
月
５
日（
土
）〜
２７
日（
日
）ま
で
）

・
「
第
５５
回
『
県
展
』
入
賞
・
入
選
者
作
品
展
」

勝
央
町
内
在
住
の
今
年
度
『
県
展
』
入
賞
・
入
選
者
の
作
品
を
展
示
。

（
２
月
５
日（
土
）〜
３
月
６
日（
日
）ま
で
）

・
「
生
誕
１
０
０
年
記
念
　
赤
堀
佐
兵
展
―
静
寂
の
美
学
―
」（
後
期
）

勝
央
町
出
身
の
洋
画
家
で
、
名
誉
町
民
で
あ
る
故
赤
堀
佐
兵
の
生
誕
１
０

０
年
記
念
の
展
覧
会
。

油
彩
・
水
彩
・
書
簡
等
を
展
示
。
後
期
は
、
素
描
作
品
等
約
２０
点
を
入
れ

替
え
て
展
示
。

（
２
月
５
日（
土
）〜
３
月
１６
日（
水
）ま
で
）

・
「
陶
芸
教
室
作
品
展
」

平
成
１６
年
度
美
術
館
講
座
　
陶
芸
入
門
講
座
受
講
生
に
よ
る
初
の
作
品

展
。

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

赤
堀
佐
兵
作「

駱
駝
座
図（
仮
題
）」

（
コ
ン
テ
・
紙
）

制
作
年
不
詳

勝
間
田
出
身
で
、
独
立
展
で

活
躍
し
た
画
家
の
赤
堀
佐
兵

（
明
治
３７
年
〜
昭
和
３６
年
）
は
、

町
内
に
疎
開
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
地
元
と
の
関
わ
り
が
強

く
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
疎
開

先
の
ご
家
族
等
の
ご
協
力
に
よ

り
、
赤
堀
佐
兵
か
ら
の
手
紙
や

�
お
い
こ
�
に
描
か
れ
た
「
い

ぬ
」
な
ど
、
地
元
な
ら
で
は
の
関
連
資
料
も
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
５
日
（
土
）
か
ら
の
「
赤
堀
佐
兵
展
」
（
後
期
）
で
は
、
素
描
作
品
の

中
か
ら
、
動
物
と
風
景
の
作
品
を
新
た
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
表
題
の
「
駱

駝
座
図
（
仮
題
）
」
は
そ
の
１
つ
で
、
動
物
が
好
き
と
い
う
赤
堀
は
、
動
物

園
や
競
馬
場
に
何
度
も
通
い
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
そ
う
で
す
。
晩
年
は
馬
や

駱
駝
を
モ
チ
ー
フ
に
大
作
を
描
い
て
い
ま
す
。
展
示
中
の
油
彩
で
描
か
れ
た

作
品
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

（「
生
誕
１
０
０
年
記
念
　
赤
堀
佐
兵
展
―
静
寂
の
美
学
―
」（
後
期
）
か
ら
）

昨
年
は
日
本
中
が
台
風
や
地
震
な

ど
災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
１
年
で
し

た
。
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
も
例
外
で

は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
樹
木
が
倒
れ

た
り
、
建
物
に
も
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
が
、
こ
の
冬
で
改
修
作
業
も

ほ
ぼ
一
段
落
し
て
、
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。さ

て
、
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
る
「
カ
キ
祭
り
」
を
今
年
も
ノ
ー

ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催
し
ま
す
。
カ

キ
の
大
鍋
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
半

斗
缶
入
り
の
殻
付
き
カ
キ
の
販
売
に

加
え
、
今
年
は
岡
山
県
漁
連
の
協
力

も
得
て
新
鮮
な
魚
介
類
や
下
津
井
の

タ
コ
め
し
の
販
売
も
行
い
ま
す
。
皆

様
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

赤堀佐兵作「駱駝座図（仮題）」制作年不詳
（コンテ・紙　Ｓ４号）

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット

2月20日��
9：00～12：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

採れたての農産物や特産加工品を生産者が直売�

売
切
れ
続
出

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に

　
来
場
は
お
早
め
に�

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�

連絡先：朝　市　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

カキ祭り
と同時開

催�
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It's February and students nationwide, from

JHS to university are getting ready for important

exams.  However, I recently enjoyed an

interesting English experiment.  It had nothing

to do with test scores and used everyday life

instead of a textbook.

I helped some friends who were keen to

study English.   My only goal was to give them

a lot of English to respond to.  Word and

grammar exercises have a limited value.  You

can not memorize a language.  Real integration

of language skills only comes with meaningful

use.  I believe the lack of good opportunities to

practice is a major hurdle for students in Japan. 

I used a lot of my previous learning

experiences and some from the classroom as

well.  In the end, it was a learning experience

for both of us.  I hope to utilize this experience

in the classroom this year.

AN ENGLISH EXPERIMENT（私の実験から）

今、日本全国で中学生から大学生まで、大切な試

験に向けて勉強に励んでいる頃ですが、私は最近お

もしろい英語学習の実験を楽しみました。それは、

テストの得点にも関係がなく、教科書を越えて日常

生活で使うものでした。

私はやる気がある友だちが英語を学ぶのを手伝い

ました。そのとき、私が目指したのは、できるだけ

たくさん生きている英語を使うことでした。単語や

文法に基づいた学習には限界があります。１つの言

語を完全に覚えてしまうのは無理です。意味を考え

て使うと、本当の言語能力が育ちます。練習する機

会が少ないことが、日本の学習者の大きな障害にな

っていると思います。

私はこのことを、自分が学習者として学んだこと

や、指導者をしたときの経験をもとに考えました。

結局、学ぶ人も教える人も勉強していました。この

すばらしい体験を、今年の授業で活かしたいと思い

ます。
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Life

と　き　平成１７年２月１３日(日)�
　　　　９：３０　勝央町総合保健福祉センター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ３km）　�
コース　総合保健福祉センター～出雲街道～泣き清水など�
　　　　　宿場町だった出雲街道を散策しましょう。�

と　き　平成１７年２月１３日(日)�
　　　　９：３０　勝央町総合保健福祉センター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ３km）　�
コース　総合保健福祉センター～出雲街道～泣き清水など�
　　　　　宿場町だった出雲街道を散策しましょう。�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場環境保健課（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

N

勝間田高校�
●�

●�勝
央
町
役
場�

●�勝
間
田
小
学
校�

至
大
阪�

至
美
作�

至
湯
郷�

至日本原�

勝間田駅�

至
津
山�

至
広
島�

R179

集合場所�
勝央町総合�

保健福祉センター�

中国自動車道�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
小
型
球
状
ウ
イ
ル

ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
で
、
直
径

０
・
０
３
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
前
後
の
タ

ン
パ
ク
質
で
で
き
た
球
の
中
に
遺
伝
子
が

包
ま
れ
た
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

①
症
状
は
、
吐
き
気
・
お
う
吐
・
腹
痛
・

発
熱
（
３８
度
以
下
）。

②
潜
伏
期
間
は
、
２４
〜
４８
時
間
。

③
通
常
、
発
症
後
３
日
以
内
で
軽
快
し
、

次
第
に
よ
く
な
り
ま
す
が
、
発
症
当
日

の
症
状
は
激
し
く
、
感
染
し
て
も
全
員

が
発
症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
症
し
て
も
軽
く
す
む
人
も
い
ま
す

が
、
反
対
に
、
抵
抗
力
の
落
ち
て
い
る

場
合
や
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
で
は
少
し

の
ウ
イ
ル
ス
を
摂
取
す
る
だ
け
で
も
発

症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
少
な
い
ウ
イ
ル
ス
量
で
も
発
症
す
る
。

②
人
の
腸
の
み
で
増
殖
し
、
食
品
中
で
は

症
　
状

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴

感
染
経
路
と
予
防
法

昨
年
末
か
ら
年
始
め
に
か
け
て
、
高
齢
者
施
設
な
ど
に
お
い
て
下
痢
や
お
う
吐
な
ど

の
症
状
に
苦
し
む
人
が
多
く
出
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
等
を
原
因
と
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
を
予
防
し
、
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

増
殖
し
な
い
。

③
便
や
お
う
吐
物
を
介
し
て
、
人
か
ら
人

へ
感
染
す
る
。

④
消
毒
剤
や
酸
に
強
い
。

⑤
死
滅
に
は
７５
度
、
１
分
以
上
の
加
熱
が

必
要
。

や
お
う
吐
物
の
処
理
」
等
に
気
を
つ
け
る

こ
と
で
す
。

「
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
」

○
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
後
、ト
イ
レ
の
後
、

調
理
や
食
事
の
前
に
は
、
石
け
ん
を
よ

く
泡
立
て
て
、
手
と
手
を
こ
す
り
合
わ

せ
て
、
指
の
間
も
よ
く
洗
い
、
最
後
に

流
水
で
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
道
の
コ
ッ
ク
や
蛇
口
も
手
と
同
じ

く
、
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
手
ぬ
ぐ
い
は
共
用
せ
ず
、
専
用
の
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

「
食
品
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
」

○
加
熱
調
理
す
る
食
品
に
は
十
分
火
を
通

し
ま
し
ょ
う
。
目
安
と
し
て
８５
度
、
１

分
以
上
の
加
熱
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
生
食
用
食
品
は
よ
く
洗
浄
し
、
必
要
に

応
じ
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
用
器
具
は
生
食
用
と
加
熱
用
と
を

区
別
し
ま
し
ょ
う
。

「
症
状
の
あ
る
人
の

便
や
お
う
吐
物
の
処
理
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

○
患
者
の
便
や
お
う
吐
物
の
処
理
を
す
る

と
き
は
、
ま
き
散
ら
さ
な
い
よ
う
十
分

注
意
を
す
る
と
と
も
に
処
理
後
は
石
け

ん
で
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
便
や
お
う
吐
物
が
付
着
し
た
床
等
は
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
２
０
０
ｐ

ｐ
ｍ
）
で
浸
す
よ
う
に
し
て
拭
き
取
り

ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
に
は
大
き

く
分
け
て
２
つ
の
感
染
経
路
が
あ
り
ま

す
。ひ

と
つ
は
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の
生

食
や
調
理
者
の
手
洗
い
不
十
分
な
ど
に
よ

り
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
食
品
や
水
か
ら

感
染
す
る
ル
ー
ト
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
患
者
の
便
や
お
う
吐

物
を
触
れ
た
手
を
介
し
て
の
接
触
感
染
で

す
。中
に
は
、患
者
の
お
う
吐
物
を
長
時
間

放
置
し
た
た
め
、空
気
中
に
飛
沫
が
漂
い
、

感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。

予
防
法
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
経
路
で

あ
っ
て
も
、
「
食
品
の
十
分
な
加
熱
」
や

「
う
が
い
・
手
洗
い
の
励
行
」「
患
者
の
便

感
染
性
胃
腸
炎
を
予
防
し
て

冬
を
元
気
に
乗
り
切
ろ
う
!!
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２７
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

道
交
流
大
会
岡
山
県
予
選
会
（
１２
／

１２
岡
山
武
道
館
）

（
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子
の
部
）

第
３
位
　
田
淵
大
賀

（
中
学
生
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
東
　
美
里

※
全
国
大
会
出
場

◇
平
成
１６
年
度
尾
道
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
歓
柔
道
大
会
（
第
３２
回
西
郷

四
郎
記
念
大
会
）（
１２
／
１９
広
島
県

尾
道
市
）

【
個
人
戦
の
部
】

（
小
学
校
２
年
生
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
植
月
大
輝

火事に気を付けましょう
春季全国火災予防運動 ３月１日（火）～ ７日（月）
岡山県山火事予防運動 ３月１日（火）～３１日（木）

（
小
学
校
４
年
生
男
子
の
部
）

第
３
位
　
忠
政
勇
希

（
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
難
波
英
里

第
３
位
　
難
波
実
里

◇
第
２３
回
丸
山
百
々
三
杯
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会（
１
／
８
北
部
運
動
公
園
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

準
優
勝
　
植
月
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

準
優
勝
　
吉
野
・
古
吉
野
サ
ッ
カ
ー

少
年
団

◇
昇
龍
旗
争
奪
全
国
選
抜
少
年
剣
道

大
会
（
１
／
１１
、
１２
倉
敷
市
）

【
団
体
戦
の
部
】

（
小
学
生
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

【
個
人
戦
の
部
】

（
中
学
校
２
・
３
年
生
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
尾
川

将

（
中
学
生
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
東
　
美
里

◇
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
岡
山
県
予

選
（
１
／
１３
、
１４
鳥
取
県
わ
か
さ
氷

ノ
山
ス
キ
ー
場
）

（
男
子
大
回
転
）

準
優
勝
　
三
好
俊
介

（
男
子
回
転
）

優
　
勝
　
三
好
俊
介

※
全
国
大
会
出
場

住
宅
火
災

い
の
ち
を
守
る

習
慣
と
対
策

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

み
ん
な
で
協
力
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

見
落
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な

い
か
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

１．枯れ草等のある火災が起こ
りやすい場所では、たき火を
しない。

２．たき火の場所を離れるとき
は完全に消火する。

３．強風時及び乾燥時には、た
き火、火入れをしない。

４．火入れをするときは市町村
長の許可を必ず受ける。

５．たばこの吸い殻は必ず消す
とともに、投げ捨てない。

６．火遊びはしない。

山火事予防運動
重点目標

春
先
は
空
気
が
最
も
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勝
央
町
で
は
昨
年
１
年
間
で
１２
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
建
物
火

災
が
６
件
、
車
両
火
災
が
１
件
、
そ
の
他
火
災
は
５
件
で
、
建
物
火
災
が
全
体
の
半
分

を
占
め
て
い
ま
す
。

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
身
近
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
普

段
か
ら
、
火
の
元
を
点
検
し
、
防
火
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。



確定申告が必要な人
次のいずれかに該当する人は確定申

告をする必要があります。

○事業所得（商業、工業、農業、医業、

漁業などからの所得）や不動産所得

（地代、家賃）などのある人で、１

年間の所得金額の合計額が所得控除

合計額を超える人　

○土地、建物などを譲渡した人

○サラリーマンで年収が２千万円を超

える人、給与以外の所得が２０万円を

超える人、２カ所以上から給与を受

ける人

申告をすれば税金が戻る人
確定申告をしなくてもよい人でも、

確定申告をすると、先に納めた所得税

が戻ることがあります。

○年間、多額の医療費を支払ったとき

○住宅ローンで、マイホームを新築ま

たは中古で購入、あるいは増改築し

た人で一定の用件に該当するとき

○災害などの雑損控除の対象となると

き

○年の途中で退職し、再就職をしなか

ったため、会社で年末調整を受けら

れなかったとき

農業所得の申告について
今回の申告から、従来の所得標準方

式の申告は廃止になりました。収支計

算方式での申告をお願いします。

【問い合わせ先】
津山税務署個人課税部門

�２２ー３１０４

勝央町役場税務課　�３８ー３１１４

平成１６年分の所得税の確定申告の受付が２月16日（水）から始まります。

申告期限は３月１５日（火）です。期間を通じ申告会場は大変混雑し、特に期限間近

になりますと、長時間お待ちいただくことがありますので、できる限り指定日（下

の日程表参照）にお越しください。

月�

植月コミュニ�
ティセンター�

吉野コミュニ�
ティセンター�

古吉野コミュニ�
ティセンター�

勝央町役場２階�
大 会 議 室

黒　坂�

植月東（神五郎、大鳴、高屋）�

植月北（田中、畑田、常重）�

植月中（河内、平広、畝、明穂）�

豊久田（下）�

美　野�

曽　井・上香山�

下町川�

石　生�

勝間田�

勝間田�

畑　屋�

東吉田�

黒　土�

岡�

平�

上記会場で申告が�
できなかった人�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

午前�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

17

18

21

22

23

24

25

28

1

2

3

4

7

8

9

10

11

14

15

3

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

午後�

小矢田�

�

河　原�

�

田　井�

豊久田（上・中）�

植月中（大沢、大砂、下村、出雲乢、学、大谷）�

植月北（鳥羽野、高根、宮代）�

植月東（掘池、更生、い組、東組）�

�

為　本�

2

日�

16

曜日�

水�

時間�

午前�

地　　　　　　　区�

福　吉�

会　　　場�

高 取 多 目 的 �
研 修 集 会 所 �

午前（８：４５～１１：３０）　　午後（１：００～４：００）�

平成１６年分所得申告相談日程�

2月16日（水）～3月15日（火）�

始まります�

確定申告�確定申告�
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勝
央
町
誌
（
続
編
）

２
月
か
ら
予
約
受
付

2005.2月号�し�う�う�お�ょ�し�う�う�お�ょ�
広
報� 1144おかやま国体まであと２６４日

お
知
ら
せ�

（
社
）日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
岡
山
県
支
部
で
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
症
患
者
等
に
対
す
る
療
育
相

談
検
診
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
時

３
月
１２
日（
土
）

１０
時
〜
１４
時

▼
場
　
所

（
独
）国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医
療

セ
ン
タ
ー

早
島
町
早
島
４
０
６
６

�
０
８
６
―
４
８
２
―
１
１
２
１

▼
対
象
者

県
内
に
在
住
す
る
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
症
患
者
及
び
そ
の
疑
い
の
あ
る

人
、
そ
の
他
神
経
筋
疾
患
等
の
患
者

と
そ
の
家
族
。

▼
内
　
容

医
療
相
談
、
理
学
療
法
相
談
、
言

語
聴
覚
療
法
指
導
、口
腔
ケ
ア
指
導
、

教
育
相
談
、
福
祉
相
談

▼
持
参
物

相
談
、
検
診
希
望
者
は
健
康
保
険

証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
岡
山
県
支
部

�
０
８
６
６
―
２２
―
０
１
２
０

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
患
者
等
に
対
す
る

療
育
相
談
検
診

４
月
１
日
か
ら
動
物
に
関
す
る
相

談
窓
口
や
犬
と
ね
こ
の
引
き
取
り
が

保
健
所
か
ら
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
に
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
犬
と
ね
こ
の
引
き
取
り

に
つ
い
て
は
、
曜
日
を
定
め
て
保
健

所
で
も
行
い
ま
す
。

▼
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

御
津
町
伊
田

�
０
８
６
７
―
２４
―
９
５
１
２

平
日
　
１３
時
〜
１５
時

▼
近
隣
の
保
健
所
で
の
引
取
日
時

勝
英
保
健
所
（
犬
）

第
１
・
３
火
曜
日

１４
時
〜
１５
時

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

津
山
保
健
所
（
犬
、
ね
こ
）

第
１
〜
４
火
曜
日

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

�
０
８
６
８
―
２３
―
９
９
４
９

犬
と
ね
こ
に
関
す
る

相
談
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
作
品
展
示
即
売
会
「
第
８
回
技

能
祭
み
ま
さ
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
２０
日（
日
）

１０
時
〜
１４
時

▼
場
　
所

美
作
町
安
蘇
３
４
５

県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

▼
内
　
容

訓
練
生
製
作
品
即
売
、
地
元
町
内

会
に
よ
る
農
産
加
工
品
即
売
・
餅
つ

き
・
バ
ザ
ー
、
中
古
車
の
展
示
即
売

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
４
５
３

技
能
祭

み
ま
さ
か

2月7日は
北方領土の日

お知らせのページ�

相
談�

津
山
調
停
協
会
で
は
、
無
料
で
調

停
相
談
を
開
催
し
、
調
停
委
員
が
疑

問
点
や
解
決
方
法
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
１８
日（
金
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
役
所
東
隣
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
裁
判
所
庶
務
課

�
２２
―
９
３
２
６

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
を
記
念
し

て
勝
央
町
誌
（
昭
和
５９
年
発
刊
）
以

降
の
町
の
歴
史
を
ま
と
め
た
勝
央
町

誌
（
続
編
）
を
３
月
に
発
刊
し
ま
す
。

発
刊
に
先
行
し
て
、
２
月
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
勝
央
町
を

知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
ぜ
ひ
お

求
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
勝
央
町
誌
も
在
庫
（
約
２

０
０
冊
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
続
編
と
セ
ッ
ト
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

■
勝
央
町
誌
（
続
編
）

頒
布
価
格
　
２，
５
０
０
円

頁
数
　
　

約
４
５
０
頁

■
勝
央
町
誌

頒
布
価
格
　
５，
５
０
０
円

頁
数
　
　
　
１，
１
４
０
頁

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
課
企
画
係

�
３８
―
３
１
１
１

無
料
調
停

相
　
談

勝
英
保
健
所
で
は
、
物
忘
れ
な
ど

の
心
配
、
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
心
の
健
康
に
つ
い

て
、
医
師
や
保
健
師
に
よ
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
個

人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

第
１
〜
４
火
曜
日

１３
時
〜
１５
時

※
第
３
火
曜
日
は
、
断
酒
会
に
よ
る

酒
害
相
談
も
行
い
ま
す
。

▼
相
談
場
所

勝
英
保
健
所

美
作
町
入
田
２
９
１
―
２

▼
要
予
約

相
談
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
英
保
健
所

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

（
内
４
０
６
・
４
０
７
）

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課

�
３８
―
７
１
０
２

心
の
健
康

相
　
談
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◇勝間田　竜門　敏夫（亡父　健太）

◇小矢田　福山　公紀（亡父　昌男）

◇河　原　石川　弘子（亡夫　尚）
河原１区～４区にも

◇黒　坂　末菅　　一（亡母　　惠）
高取老人クラブ、勝央苑にも

◇為　本　山田　　定（亡父　舜當）
高取老人クラブにも

◇盛上歌謡教室　盛上　明美
一般寄付

■勝間田老人クラブへ
◇勝間田西ゴミ収集所

一般寄付

■美野老人会へ
◇美　野　丸尾　　忍（亡母　幸恵）

■南光荘へ
◇古吉野小学校　　　　お餅をたくさん

人の動き 平成１７年１月１日現在

人　口　１１，５６２人（前月比　－６）

男　５，５６４人　　女　５，９９８人

世帯数　３，８５７世帯（前月比　－２）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

■町社会福祉協議会へ
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勝

央

短

歌

会

一

月

例

会

詠

草

抄�

歯
切
れ
よ
く
昼
餉
を
告
ぐ
る
嫁
の
声
腰
伸
せ
ば
ご
ま
の
匂
ひ
た
だ
よ
ふ青

井
千
賀
江

子
の
た
め
に
お
百
度
踏
み
し
遠
き
日
を
蘇
し
て
八
坂
の
石
畳
踏
む

石
川
　
　
都

母
ふ
た
り
逝
き
し
淋
し
さ
に
夫
と
来
て
石
蕗
咲
く
京
の
寺
を
め
ぐ
り
ぬ板

倉
　
淑
子

山
茶
花
の
花
び
ら
少
し
痛
め
れ
ば
友
の
遺
せ
し
俳
画
を
懐
ふ

板
坂
多
美
子

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
音
途
絶
ゆ
れ
ば
名
を
呼
び
て
孫
の
声
あ
れ
ば
動
悸
収
ま
る

植
月
　
郁
子

胃
カ
メ
ラ
が
映
す
は
己
が
臓
腑
に
て
ナ
ー
ス
や
医
師
と
見
て
ゐ
る
ふ
し
ぎ

植
月
　
澄
子

耀
ら
ふ
葉
に
沈
め
る
ご
と
き
山
茶
花
の
く
れ
な
ゐ
愛
で
て
夫
と
茶
を
飲
む

大
土
井
菊
子

水
漬
き
し
や
草
蒸
し
た
り
や
天
気
図
に
比
島
出
づ
れ
ば
亡
き
叔
父
懐
ふ河

本
　
啓
子

深
く
澄
む
花
梨
酒
の
壜
取
り
出
し
て
醸
さ
れ
し
寡
黙
の
歳
月
お
も
ふ

岸
本
　
睦
美

傳
へ
ま
す
と
し
っ
か
り
受
け
て
メ
モ
せ
し
を
紙
屑
と
し
て
燃
せ
し
か
な
し
さ

竹
久
　
郁
子

何
尋
む
る
椋
鳥
ら
か
も
剪
定
を
終
へ
た
る
庭
の
木
木
を
さ
ま
よ
ふ

竹
久
　
英
子

派
手
な
服
濃
ゆ
き
口
紅
さ
し
み
れ
ど
鏡
は
七
十
五
歳
を
写
す

寺
坂
　
　
満

小
春
な
る
畑
の
一
日
を
終
へ
む
と
し
む
ら
さ
き
に
昏
る
る
那
岐
を
仰
ぎ
ぬ

濱
田
　
君
子

黒
豆
を
畑
に
立
て
つ
つ
凍
え
た
る
手
も
と
に
は
つ
か
陽
の
及
び
く
る

田
と
よ
子

幼
ら
が
置
き
て
去
に
た
る
雪
だ
る
ま
人
な
き
庭
に
涙
を
流
す

田
み
や
子

ご
み
拾
ふ
中
に
声
あ
り
て
見
上
ぐ
れ
ば
ふ
る
さ
と
を
跨
ぐ
冬
虹
の
橋

檜
尾
ふ
さ
子

今
朝
迅
く
配
ら
れ
し
新
聞
手
に
執
り
て
門
灯
点
け
ざ
り
し
を
は
つ
か
悔
い
を
り

福
田
　
治
子

ユ
ン
ボ
動
け
ば
古
家
た
ち
ま
ち
崩
れ
ゆ
き
土
煙
の
な
か
に
父
祖
の
こ
ゑ
顕
つ

福
島
　
文
子

加
茂
ト
ン
ネ
ル
越
ゆ
れ
ば
深
霧
晴
れ
ゆ
く
を
言
ひ
つ
つ
今
日
も
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
へ

水
島
さ
だ
み

昨
日
ひ
と
つ
今
日
ま
た
ひ
と
つ
花
咲
き
て
山
茶
花
は
病
む
わ
れ
を
慰
む光

石
　
和
子

眉�濱�眉�濱�

最近、全国で年金受給者やその家族

へ、社会保険職員等を装って年金の過

払いの払い戻しを求める不審な電話が

あったり、「日本国民年金協会」や架

空の団体名を名乗って不審な手紙が送

付されるなど、金銭をだましとろうとした事例が発生

しています。

社会保険庁（社会保険業務センター）、岡山社会保

険事務局及び社会保険事務所では、銀行口座を指定し

て現金の振り込みを依頼したり、指定の住所に現金の

郵送を依頼することはありませんので、くれぐれもご

注意ください。

詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）

へお問い合わせください。

年金受給者の皆さんへ
不審な電話や手紙等に

ご注意ください

国
民
年
金

だ
よ
り

おかやま国体まであと２６４日

静靜

2月11日（金）
ゴミ収集地区の皆さんへ
２月１１日（金）は祝日のため、２月１０日（木）に燃

えるゴミだけを収集します。

各地区の決まった時間内にそれぞれの収集場所

に出してください。

�問い合わせ先
勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

ュ
パ
ン
を
つ
く
る
の
は
、
初

め
て
」
と
い
う
人
が
多
く
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
最
後
に
焼
き
た
て
の
パ

ン
を
み
ん
な
で
試
食
し
ま
し

た
。平

成
１６
年
度
の
学
校
開
放

講
座
は
計
５
回
実
施
さ
れ
、

木
材
加
工
・
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ

プ
づ
く
り
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ

く
り
・
発
酵
肥
料
づ
く
り
、

そ
し
て
今
回
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ

パ
ン
づ
く
り
と
毎
回
楽
し
く

充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し

た
。

ん
な
の
前
で
堂
々
と
発
表

植
月
小
学
校

み

楽

▼
今
月
の
表
紙
は
、
１
月
３
日
に
勝
央
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
成
人
式
の
よ
う
す

で
す
。

▼
今
の
２０
歳
の
人
は
学
生
が
大
半
を
占
め

て
い
て
、
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
」
と

言
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
働
き
始
め
て
、
や
っ
と
大
人
の
自

覚
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
２０
歳
に
な
れ
ば
、
法
的
に
は
大
人

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
１
人
の
人
間
と
し

て
、
責
任
の
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

す
ぐ
に
は
実
感
が
わ
か
な
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
成
人
式
を
機
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
大
人
の
社
会
へ
よ

う
こ
そ
。

お
め
で
と
う
。
歓
迎
し
ま
す
。

▼
左
の
写
真
は
、
植
月
保
育
園
と
植
月
東

掘
池
畝
地
区
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
「
と
ん

ど
」
の
よ
う
す
で
す
。
植
月
保
育
園
で
は

地
域
と
の
交
流
を
求
め
て
今
回
で
３
回
目

と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
今
年
１
年
間
の
無
病
息
災

を
祈
り
ま
し
た
。

今
年
１
年
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。 あ

と
が
き

し
か
っ
た
開
放
講
座

勝
間
田
高
校

デニッシュパンづくりのようす

普通の子ども
そもそも「普通の子ども」はい

るのでしょうか。
伸び盛りの子どもたちは、心も

体も１人ひとりが大きく異なりま
す。特に思春期にある子どもたち
に「普通の子ども」はいないと言
われています。
▼子どもは１人ひとり違うのだと
いうことを認め、肩の力を抜いて
子どもと向き合ってみましょう。
きっと、子どもとの間に新しい関
係が芽生えてくるはずです。
▼「道に迷えば道を覚える」とい
う言葉があります。子どもたちが
出会うさまざまな危機を「子ども
が人生を勉強する機会」と考えた
いものです。
また、子どもが道に迷っても、

その解決方法を見つける途中で、
親も多くのことを学んでいるはず
です。

（教育委員会）

マ

生活のくらしの反省を各学年代表が発表

ど
も
も
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
児
童
会
で

「
植
月
小
学
校
で
明
る

く
楽
し
く
過
ご
せ
る
安

全
な
く
ら
し
」
に
つ
い

て
、
週
目
標
を
自
分
た

ち
で
決
め
、
各
ク
ラ
ス

で
の
成
果
を
児
童
会
代

表
が
う
ま
く
ま
と
め

て
、
堂
々
と
発
表
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の
前
で
発
表

す
る
の
が
苦
手
だ
と
い

う
人
も
い
ま
す
が
、
植

月
小
学
校
で
は
子
ど
も

た
ち
が
少
し
で
も
自
信

を
持
っ
て
発
表
で
き
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

植
月
小
学
校
で
は
、
全
校

朝
礼
で
堂
々
と
発
表
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
高
学
年
で
は

「
自
分
の
好
き
な
本
の
紹
介
」

と
い
う
こ
と
で
、
２
人
１
組

で
み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

他
の
学
年
で
は
合
奏
を
し
た

り
、
詩
の
朗
読
を
ク
ラ
ス
全

員
で
発
表
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
、
か
な
り
前
か
ら
し
っ

か
り
発
表
で
き
る
よ
う
に
練

習
を
積
み
重
ね
た
と
い
う
子

昨
年
１２
月
１１
日
、
勝

間
田
高
校
、
食
品
製
造

科
実
習
棟
に
て
本
年
度

最
後
の
学
校
開
放
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
３２
人
で
、
デ
ニ

ッ
シ
ュ
パ
ン
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
小

麦
粉
・
バ
タ
ー
・
砂

糖
・
イ
ー
ス
ト
等
の
材

料
を
計
量
し
た
後
、
パ

ン
生
地
を
捏
（
こ
）
ね
、

バ
タ
ー
を
層
状
に
折
り

込
み
ま
す
。
次
に
、
バ

タ
ー
を
折
り
込
む
機
械

を
実
際
に
使
っ
て
、
こ
の
生

地
で
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
デ
ニ

ッ
シ
ュ
パ
ン
を
オ
ー
ブ
ン
に

入
れ
、
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
「
デ
ニ
ッ
シ
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　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�

�

�

□自ウォーキングの集い�
（9：30集合　総合保健福祉センター）�

【Ｐ11参照】�

第21回町民サッカー大会�
（8：30～　北部運動公園）�

□自ファーマーズ朝市�
（9：00～12：00　ノースヴィレッジ）�

【Ｐ9参照】�
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家庭の日�

�

月（MON）�

�

�

�

マタニティ広場�
（13：30～15：30　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00�

植月北）�

�

�

（財）美作学術文化振興財団�
芸術文化活動事業�

イルカ＆小室等コンサート�
（開場18：30　開演19：00　　　　　�

勝央文化ホール）�

�

�

�

�

北方領土の日�

聖バレンタインデー�

�

�

火（TUE）�

� � �

◯詳麻しん（受付15：30～16：00�
大村医院）�

◯詳麻しん・風しん�
（受付14：00～14：30　　　　　　　�

さとう記念病院）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00�

植月中）�

�

�

針供養�

�

�

�

水（WED）�

◯詳風しん（受付16：00～16：30�
太平台医院）�

□自親子遊びの集い�
（10：00～11：00　高齢者福祉センター）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　福吉、�
13：00～16：00　為本）�

高脂血症予防教室�
（9：00～　総合保健福祉センター）�

◯詳麻しん（受付12：30～13：00�
小坂田医院）�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ8参照】�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00�

豊久田）�

�

�

�

�

�

木（THU）�

�

◯詳□自合同相談�
（10：00～15：00　公民館）�

□自教育相談（10：00～15：00　公民館）�
◯詳3歳児健診�
（受付12：45～13：15　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

※11日（金）のゴミ収集地区は10日（木）に
　燃えるゴミだけを収集します【Ｐ15参照】�

□自赤ちゃん広場�
（10：30～　高齢者福祉センター）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　黒坂）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　美野、�
13：00～16：00　田井）�

節分�

交通安全の日　米の日�

�

�

�

金（FRI）�

�

�

◯詳風しん（受付13：30～14：00�
長尾医院）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00�

植月東）�

◯詳風しん（受付13：30～14：00　小林医院）�
◯詳育児相談（受付13：30～15：30�

総合保健福祉センター）�

◯詳子育て講演会�
（受付13：00　開会13：20　英田町公民館）�
平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　下町川、13：00～16：00　河原）�

�

立春�

建国記念の日�

雨水�

交通安全の日�

� �

土（SAT）�

「生誕100年記念　赤堀佐兵展」�
（後期）�

－静寂の美学－�
（～3/6　勝央美術文学館）【Ｐ9参照】�

第55回県展入賞・入選作品展�
（～27日　勝央美術文学館）【Ｐ9参照】�

陶芸教室作品展�
（～3/16　勝央美術文学館）【Ｐ9参照】�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ8参照】�

第16回女性ユニホック大会�
（18：30～　勤労者体育センター）�

�

□自勝央図書館事業おはなし会�
（14：00～　勝央図書館）【Ｐ8参照】�

◯詳ポリオ�
（受付13：30～14：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　曽井・上香山）�

□自認知症（痴呆）を理解する研修会�
（14：00～　総合保健福祉センター）�

�
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日（SUN）�

2005年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

国民健康保険税………９期分�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　大村医院（9：00～17：00）�
　　（38－2058）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　太平台医院（9：00～17：00）�
　　（38－5775）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小林医院（9：00～17：00）�
　　（38－2008）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月�
月に納めていただくもの�2

※2月に納めていただく税などは　�
　　　　　2月28日が納期限です�

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

当�
当�
番�
医�
医�

　　長尾医院（9：00～17：00）�
　　（38－6565）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

しょうおううおう�しょうおう�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�
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3
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4
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5
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今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

　　　　　　　　　…９期分�介護保険料（普通徴収）�

全国緑化運動　春季全国火災予防運動【P12参照】�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　石生）�

3/1 �

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00�

勝間田）�

□自勝央町保健福祉大会�
（13：30～　勝央文化ホール）�

3/2

�

�
�
�
�

第21回金時健康マラソン大会�
（9：30開会　ノースヴィレッジ）�

3/6 �

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30　東吉田、�
13：00～16：00　小矢田）�

3/7

ひなまつり　耳の日�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00�

勝間田）�

3/3 啓蟄�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

◯詳マタニティスクール［両親学級］�
（19：00～21：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

平成16年分所得申告相談【Ｐ13参照】�
（8：45～11：30、13：00～16：00　畑屋）�

3/4 �

�

3/5



　　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
右
記
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人
は
、�

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
�
３８
―
７
１
０
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

38
局�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

三種混合�
�実施日�
�対象児�

麻しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

風しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

3歳児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�
�

ポリオ�
�実施日�
�対象児�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

マタニティスクール［両親学級］�
�実施日�
�内　容�
�持参物�
�

合同相談�
�実施日�
�内　容�
�申　込�
�
�相談時間�

�
2日、3月4日�
3カ月～7歳6カ月�

�
8日、15日、23日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
9日、15日、18日、28日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
10日�
平成13年8・9・10月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、目と耳のアンケート、
尿�

�
25日�
3カ月～7歳6カ月�

�
28日�
平成16年2・3・4月生まれ�
身体測定、1歳の子どもの生活や食事の話など�

�
3月4日�
妊婦体験、沐浴練習など�
母子手帳、参加費100円�
�

�
10日�
法律、行政、人権、戸籍、交通事故、福祉、その他に関する相談�
勝央町役場町民課　�38－3116�
※弁護士、岡山県交通事故相談所への相談は予約制となっています。�
原則として1人30分以内�

行�事�

子育て講演会�
勝英保健所では、子育て中のお母さんを対象に子育て講演会を開催します。�
みなさんご参加ください。�
�開催日�
�場　所�
�申込締切�
�内　容�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�申込方法�
�
�申込・問い合わせ先�

�
�
�
2月28日��
英田町公民館�
2月15日��
○子育てトーク　　　�
　～新世紀おかやま夢づくりプランの推進～�
　　・子育てママからの意見発表�
　　・夢づくりプランの説明�
○子育て講演会　　�
　講師　川崎医療福祉大学　佐々木正美教授�
　演題　「子どもは家庭と地域が育てる」�
○映画上映�
　「石井のお父さんありがとう」�
　　岡山孤児院　－石井十次の生涯－�
　　　主演　松平　健�
　　　共演　竹下景子、辰巳琢郎、永作博美�
　　「この映画は、今からおよそ100年も前、明治・大正期の我が国

の社会事業史に大きな業績を残した「岡山孤児院」の創設者で
あり、児童福祉の父とも呼ばれた石井十次の波瀾万丈の短き人
生を描いたものです」�

　�
※当日は子育てルームを準備しています。�
電話で勝英保健所または勝央町役場環境保健課へお申し込みくだ
さい 。�
�
勝英保健所　�0868－72－0911�
勝央町役場環境保健課　�38－7102

月�

ミ�ニ�情�報�２月の�

節分（せつぶん）…立春の前日のことで、季節の変わりめは、邪気が生じ災禍をも�
　　 　　　　　 たらすと考えられたことから、鬼（邪気）を祓いのける行事の�
　　 　　　　　 豆まきが行われる。（2／3）�

立春（りっしゅん）…24節気の1つで春のはじまりを意味している。この日のあと�
　　 　　　　　　 は、いわゆる春めくころとなる。（2／4）�

雨水（うすい）…24節気の1つで立春から数えて15日め。雪が雨に変わり、草木も�
　　 　　　　 芽を出しはじめ、日ごとに春らしくなる。（2／18）�

建国記念の日【国民の祝日】…建国を記念する日で昭和42年に国民の祝日�
　　　　　　 　　　　　　 とされた。（2／11）�




